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Ⅰ．センター長あいさつ 

 
南 康博 
生理学・細胞生物学講座 細胞生理学分野 教授 
 
 シグナル伝達医学研究展開センター（CSMI: Center for Cell Signaling and 
Medical Innovation）は、神戸大学機能強化事業（文部科学省）の一翼を担う
中核センターとして、平成 28 年 4 月 1 日に設置されました。平成 31 年度は
設置後 4 年目を迎え、本事業（計 6 年間）の半ばを過ぎた時点であり、これま
での活動の評価、見直し、およびそれを踏まえた新たな展開、集大成に向けた
取り組みがもとめられる重要な時期であります。ここでは、平成 31 年度（令
和元年度）の 1 年間の当センターの主な活動を紹介いたしたいと思いますが、
本年はこれまでにない社会情勢の変動があった 1 年間でもありますので、まず
その点について触れさせていただきたいと思います。 
 平成 31 年度は 4 月 1 日にスタートしましたが、翌月には元号が平成から令
和へと変わり、新しい時代を迎えて日本中が沸き立ちました。そして、9 月下旬から 11 月初めにはアジア初と
なるラグビーワールドカップが日本で開催され、日本代表が目覚ましい活躍を見せてくれ、日本中が興奮と歓
喜の渦に巻き込まれるとともに、日本代表が掲げた“ワンチーム”というスローガンが流行語大賞に選ばれ、組織
運営などにおける新たなキーワードとなりました。一方、同年 10 月には東日本台風に見舞われ、東日本を中心
に多くの方々が甚大な被害を受けられました。そして、令和 2 年 2 月中旬頃から我が国でも新型コロナウイル
スの感染拡大がはじまり、3 月に開催を予定しておりました 「神戸大学（KU）—ワシントン大学（UW、米国・
シアトル）-神戸医療産業都市推進機構（FBRI） 国際合同シンポジウム」や「神戸大学-理化学研究所 BDR 合
同シンポジウム」が止むなく中止となりました。そして本稿を書いている今（令和 2 年 7 月下旬）は、新型コ
ロナウイルス感染再拡大の最中という状況です。 

平成 31 年度には、「脳こころ」分野に、前年度に新たに着任された松本理器教授（脳神経内科学分野）およ
び平成 31 年 4 月 1 日付で着任された内匠透教授（生理学分野）に参加いただきました。また、同年 11 月 1 日
付で和氣弘明教授（副センター長、システム生理学分野）が名古屋大学大学院医学系研究科機能形態学講座分
子細胞学・教授に異動となり、副センター長の後任として内匠教授が着任されました。和氣教授には引き続き
当研究科客員教授として、「脳こころ」分野のメンバーとして参加いただきたいと思います。また、「代謝」分野
の平島正則 前准教授（現、新潟大学大学院医歯学総合研究科薬理学分野・教授）の異動に伴い、当研究科着任
後、循環器疾患の病態解明の研究を行っている仁田亮教授に「代謝」分野に参加いただくこととなりました。 
 また、CSMI では、設置後、若手人材育成の目的で 3 名の特命助教を任用してきましたが、これらの特命助教
の方々が学内外に昇進、異動となりましたので、新たにCSMI 内で特命助教の公募を行いました。その結果、6
名の応募があり、厳正な選考により槇野義輝氏（令和元年 12 月 1 日着任）、白藤俊彦氏（令和元年 11 月 1 日
着任）、および石川智弘氏（令和 2 年 4 月 1 日着任予定）が選出されました。新たな 3 名の若手研究者のご活躍
を期待いたしております。 
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専任教員  兼任教員 
（自助配置）  分野長  

運営委員 *赤色下線 
センター長 １名 副センター長 2 名 

 
平成 30 年度「若手共同研究プロジェクト（競争的共同研究費助成）」に採択された 3 組の共同研究の進捗報

告会を令和元年 7 月に開催いたしました。進捗報告会では、アドバイザリーボード（外部評価委員）の先生か
ら洞察に富む、的確かつ厳しい建設的なご質問、ご助言をいただき、発表者にとって今後研究を展開する上で
大変有益な機会になりました。また、令和元年度「若手共同研究プロジェクト」の募集を行い、厳正な書面審査
の結果、3 組の共同研究が採択されました。その進捗報告会については当初令和 2 年 7 月頃の開催予定でした
が、新型コロナウイルスの感染再拡大のため、現在 Web 会議での開催を調整中という状況です。コロナウイル
ス災禍のため、アドバイザリーボードの皆さまには大変ご迷惑をお掛けしておりますが、CSMI 事業へのご支援
に心より篤く御礼申し上げます。 

また、冒頭で述べましたように、平成 28 年度から平成 30 年度までの CSMI の活動について、6 名の CSMI
アドバイザリーボードの先生および 1 名の外部評価委員に評価を行っていただきました。その結果、概ね良好
な評価をいただきましたが、（１）今後さらなるセンター内での共同研究やワシントン大学 IT2、オスロ大学
NCMM との共同研究の推進が望まれる、（２）創薬、医療機器開発などの社会実装の具現化がもとめられる、
（３）統計学、レギュラトリーサイエンスなど今後の展開を見据えた新たな人材の参画が必要である、などの
課題も明らかになりました。今後、これらの課題の解決を念頭に入れて、CSMI のメンバーが一丸となって邁進
したいと考えております。 

ワシントン大学（UW）John Scott 教授らから、UW リトリートへご招待いただき、令和元年 9 月 19 日、20
日にシアトルにて開催された同リトリートに、CSMI から榎本秀樹教授、森康子教授、斎藤泰之准教授はじめ 9
名の CSMI メンバーが参加し、UW のメンバーと活発な学術交流を行いました。  

がん  代謝  脳こころ  免疫・炎症  創薬・医療機器  再生医学 

南（康） 
(医) 

センター長 

 平田 
（医） 

副センター長 

 内匠 
（医） 

副センター長 

 森（康） 

（医） 

 福本 

（医） 

 青井 

（イノベ） 

掛地 
（医） 

 小川 
（医） 

 匂坂 
（医） 

 児玉 
（医） 

 飯島 
（医） 

 榎本 
（医） 

鈴木 
（医） 

 高橋 
（医） 

 古屋敷 
（医） 

 勝二 
（医） 

 藤澤 
（医） 

 黒田 
（医） 

的崎 
（医） 

 仁田 
（医） 

 松本 
（医） 

 錦織 
（医） 

 南（博） 
（医） 

 西 
（医） 

横崎 
（医） 

 木戸 
（保） 

 森（正） 
（医） 

 森信 
（医） 

 齊藤 
（バイオ） 

  

伊藤 
（バイオ） 

   和氣 
（客） 

 亀岡 
（保） 

 島 
（イノベ） 

  

石川 
(特命助教)   

   戸田 
（客） 

   槇野 
（特命助教） 

  

    白藤 
（特命助教） 

      

令和元年度センター組織 
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令和元年度は CSMI の新たな活動として、若手研究者を中心とした国際共同研究の推進を目的として、「国際

共同研究短期派遣・招へい事業」の募集を行いました。その結果、3 件の短期派遣（派遣先：米国 イェール大
学・ラトガーズ大学へ 2 名、インドネシア ガジャマダ大学へ 1 名）および 4 件の短期招へい（招へい研究者：
インドネシア ガジャマダ大学から 3 名、カナダ ラヴァル大学から 1 名（カナダからの短期招へい事業は、新
型コロナウイルス感染拡大のため中止））を採択し、いずれも 1 週間程度の派遣・招へい事業を実施いたしまし
た。実施報告によると、いずれも短期間の共同研究や今後の共同研究打合せであったものの、今後の連携強化
に向けた貴重な機会となったようです。 
 また、前年度に開始した、若手研究者の相互交流・連携を推進することなどを目的とした第 2 回 CSMI リト
リート「若手道場」を淡路夢舞台国際会議場にて開催いたしました。今回は特別講師として竹縄忠臣先生（神戸
大学大学院医学研究科客員教授）ならびに岡野栄之（慶應義塾大学医学部生理学教室教授）をお招きし、これま
での素晴らしい研究実績、（なかなか耳にする機会がない）苦労話、および若手研究者へのメッセージを拝聴さ
せていただきました。企画・運営においては、CSMI の若手教員 6 名が実行委員としてプログラム作成から特
別講師らを囲んでのフリー・ディスカッションの企画までうまくアレンジしてくれて、まさに若手中心の有意
義なリトリートとなりました。 
 平成 31 年度（令和元年度）は、令和 2 年 2 月中旬以降の CSMI の活動は、前述のように「KU-UW-FBRI 国
際合同シンポジウム」、「KU-BDR 合同シンポジウム」をはじめとして、新型コロナウイルスの感染拡大のため
止むなく中止となりました。新型コロナウイルス災禍、With コロナ、そしてその後のポストコロナ時代を視野
に入れて、教育のみならず研究活動や若手人材育成などについて、既成観念にとらわれず皆さまとともによく
考え、全力で臨んでいきたいと思います。 
  

アドバイザリーボード 
（敬称略） 

春日 雅人 
(朝日生命成人病研究所） 

熊ノ郷 淳 
(大阪大学） 
竹市 雅俊 
(理研BDR） 
中釜 斉 

(国立がん研究センター） 
濱田 博司 
(理研BDR） 
米田 悦啓 

(医薬基盤･健康･栄養研究所） 
渡辺 恭良 
(理研 BDR) 

組織図 
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Ⅱ．新規参加メンバーの紹介 

内匠 透 
生理学・細胞生物学講座生理学分野 教授 

松本 理器 
内科学講座 脳神経内科学分野 教授 

 
 

平成 30 年 12 月より神戸大学大学院医学研究科 内科学講座 脳神経内科学分
野 教授を拝命しました松本理器と申します。平成6 年に京都大学医学部を卒
業し、神経内科専門医取得後、米国Cleveland Clinic 神経内科てんかん・臨床
神経生理部門にクリニカルフェローとして臨床留学し、専門分野の臨床研修
と皮質電気刺激を用いたヒト脳内のネットワーク可視化手法の開発などを
行って参りました。留学後は、京都大学病院でシステム神経科学的アプローチ
から脳神経疾患の病態解明と表裏一体のヒト高次脳機能の研究を推進してき
ました。今後は、超高齢社会で増加する認知症、変性疾患やてんかんに焦点を
当て、システム神経科学に加え、分子生物・免疫学を取り入れ、集学的に病態
解明と検査・治療法の開発を進めてゆく所存です。基礎教室との連携から、学
際的に世界水準の研究を深化させることで、当センターの発展に貢献できれ
ば幸いです。何卒ご指導の程よろしくお願い申し上げます。 

白藤 俊彦 
シグナル伝達医学研究展開センター 特命助教 

 

平成31 年4 月より生理学・細胞生物学講座生理学分野教授を拝命しました内
匠（たくみ）透と申します。神戸大学医学部解剖学第二講座講師として神戸大
学にお世話になって以来、大阪バイオサイエンス研究所研究室長、広島大学大
学院医歯薬学総合研究科教授、理化学研究所脳科学総合研究センターシニア
チームリーダーと研究所、大学を行ったり来たりして、再び神戸大学に戻って
きました。自閉症・発達障害・精神疾患の統合的研究というテーマで、これら
の疾患の病態生理に関する基礎研究を分子から個体レベルに至るまで様々な
レベルで、かつ統合的なアプローチで行っています。シグナル伝達の観点から
は、精神神経疾患に関わる病態パスウェイに関するシグナル伝達系を明らか
にできればと思っています。当センターの発展に寄与するべく努力する所存
です。今後ともご指導ご鞭撻の程何卒よろしくお願い申し上げます。 

 令和元年11 月より、生理学内匠研究室に所属しております。 
神経内科で専門医取得後、神戸大学バイオシグナル研究センター分子薬理分
野、広島大学薬理学分野で基礎研究を行っていました。これまで、Protein 
kinase C(PKC)によるリン酸化とパーキンソン病、脊髄小脳変性症14 型な
どの神経変性疾患を中心に研究を行ってきました。 
今後、内匠教授の下で新規にうつ病やレジリエンスとリン酸化についての研
究を行いつつ、PKC リン酸化と神経変性疾患、とくに脊髄小脳変性症の研究
を継続して、リン酸化の調節により精神・神経疾患の治療法に結び付ける研
究を行っていきたいと思っています。臨床的な視点を持ちつつ、基礎的な研
究を行い、結果を臨床に戻せるようにしたいと思っています。よろしくお願
い申し上げます。 

令和元年度は、「脳こころ分野」「代謝分野」「創薬・医療機器分野」でメンバーの入替があり、「脳こころ
分野」には 2 名の PI と 1 名の特命助教を新規メンバーとして迎えた。 
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Ⅲ．一年間の活動紹介 

１．シグナル伝達医学研究展開センター・若手共同研究プロジェクト 
１）平成 30 年度研究進捗発表会 令和元年 7 月 3 日(水) 外来診療棟６F 大講義室 
 

若手研究者の育成と共同研究の推進を目的として平成 29 年度に新たに立ち上げた「若手共同研究プロジェク
ト（競争的共同研究費助成）」の平成 30 年度採択者による研究進捗発表会を開催した。この発表会は、各課題
の中間審査も兼ねており、当センターのアドバイザリーボードにより、評価できる点、推進すべき点、疑問点等
について貴重な助言をいただいた。 

発表会終了後、当センターのアドバイザリーボードの米田悦啓先生(国立研究開
発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 理事長)に「核輸送因子の発見から見えてくる
もの」という演題でご講演いただいた。 

本講演では、核蛋白質輸送の基本メカニズムの理解がどのように進められたか、   
それらの輸送因子の発見が、細胞分化、発生、ストレス応答などの複雑な生命現象
の理解にどのように貢献したかについて、また、最近、核輸送装置が、細胞のがん
化や老化などにも深く関わってくることが明らかになり、それらを標的とした創薬
への展開が進められていることなどが解説された。参加者からは積極的に質問があ
り、活発な意見交換が行われた。 

平成 30 年度採択課題 

(継続）「Ror2 陽性アストロサイトとミクログリアのクロストークによる脳内炎症制御機構の解明」 
発表者：遠藤光晴 研究代表者：遠藤光晴 共同研究者：宮本愛喜子 

(継続）「PI3キナーゼ遺伝子異常を有する患者iPS細胞を用いたPI3キナーゼ活性化機構と疾患病態解明に関する研究」 
発表者：小柳美千代 研究代表者：廣田勇士 共同研究者：小柳美千代 

(新規）「ヒト化マウスを用いたヒトヘルペスウイルス 6B 感染動物モデルの作製と病態解明」 
発表者：西村光弘 研究代表者：西村光弘 共同研究者 Alaa Refaat（H31.2.28 まで） 飯田理恵（H31.3.1 から） 

令和元年度は、平成 29 年度に開始した若手研究者のための共同研究支援事業「若手共同研究プロジェク
ト」を実施し、3 件の課題(継続課題 1、新規課題 2)を採択した。7 月には同事業の平成 30 年度採択者によ
る研究進捗発表会を開催。９月にはワシントン大学 Department of Pharmacology 主催の 2019 Symposium 
on Molecular Pharmacology に 9 名の研究者が参加し、5 件の口頭発表及び 6 件のポスター発表を行った。
令和 2 年 2 月には、若手研究者を中心としたリトリート『若手道場』を開催、外部講師を含む 42 名が参加
し、活発な情報交換が行われた。また、令和元年度は国際共同研究の発展を支援するため、新たに国際共同
研究派遣・招へい事業を実施し、3 件の派遣、１件の招へいを支援した。 
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２）令和元年度第 3 回若手共同研究プロジェクト 
令和元年度「若手共同研究プロジェクト」の募集し、厳正な審査の結果、3 組の共同研究が採択された。 

 

 
 
２．Department of Parmacology 2019 Symposium on Molecular Pharmacology への参加  

令和元年 9 月 18 日～9 月 20 日 University of Washington（米国ワシントン州シアトル） 
 

2019 年 9 月 18 日から 9 月 20 日にかけて、米国ワシントン州シアトルにあるワシントン大学（UW）を訪問
し、研究交流を行いました。今回、神戸大学側より、榎本秀樹教授（神経分化・再生学分野）をオーガナイザー
として、森康子教授（臨床ウイルス学分野）、齊藤泰之講師（シグナル統合学分野）、小谷武徳（シグナル統合学
分野）、千原典夫（脳神経科学分野）、谷口将之（薬理学分野）、小寺澤康文（iPS 細胞応用医学分野/食道胃腸外
科学分野）、織田好子（皮膚科学分野）、佐事武（細胞生理学分野）の９名が参加しました。本学医学研究科が
UW を訪問するのは３回目ですが、今回より関西国際空港からシアトルへの直行便の利用が可能となったため、
移動の負担が大幅に減りました。 
 9 月 18 日にシアトルに到着後、時差調整を兼ねて市内および UW 周辺の散策を行いました。UW のメイン
キャンパスは市内中心部より北に数マイル離れた場所に位置し、各学部の様々な建物が広大なキャンパス内に
分かれて存在しております。また、周囲は学生街のため比較的治安も良く、比較的リーズナブルに食事や買い
物ができる場所が多いです。 

令和元年度採択研究課題 

(継続）「T細胞ヒト化マウスを用いたヒトヘルペスウイルス6B病態解明とウイルス潜伏・再活性化モデルの作製」 
研究代表者 西村光広（大学院医学研究科附属感染症センター 臨床ウイルス学分野） 
共同研究者 飯田理恵（大学院医学研究科 シグナル統合学分野） 

(新規）「腸内分泌細胞―神経コネクトミクス解析による腸内感覚の機能解明」 
研究代表者 佐藤祐哉（大学院医学研究科 神経分化・再生分野） 
共同研究者 田中心和（医学部付属病院 消化器内科学分野） 

(新規）「新規Ca2+バイオイメージング法の確立を通じた不動化による筋量減少機構のシグナル伝達解析」 
研究代表者 平田悠（医学部附属病院 糖尿病・内分泌内科） 
共同研究者 加藤大輔（大学院医学研究科 システム生理学分野） 

大学の中心に位置する図書館Suzzallo library 前で 
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翌 9 月 19 日は UW の薬学部にて UW、本学の研究者がお互
いの研究内容の紹介を行いました。本学からは、榎本、森、齊藤、
千原、小谷が口頭発表し、UW 側の研究者との Discussion を行
うとともに共同研究の可能性についても協議しました。午後に
は森、齊藤が UW 関連施設で世界有数の骨髄移植および癌の臨
床研究施設である Fred Hutchinson Cancer Research Center 
(FHCRC)を訪問し、それぞれの関連分野の研究室へ訪問、研究
データのDiscussionと今後の共同研究の可能性について話し合
いました。終了後はホテル近くのレストランで、UW 側のスタッ
フや学生と情報交換を行いました。 

３日目の 9 月 20 日は UW の植物園内にある Wisteria ホール
で行われた薬学部のリトリートに参加しました。最初の口頭の
セッションは UW 側の準 PI やポスドクによる研究発表が行わ
れました。本リトリートは新学期最初の全体の集まりで、新人
研究者向けの研究紹介を兼ねているため、理解しやすい内容で
各研究室の最先端の研究データとその背景となる発想に触れる
ことができました。その後のポスターセッションは主に UW 側大学院生に加え、本学からは、齊藤、谷口、小
寺澤、織田、佐事が発表し、活発な議論を行うことができました。また千原が UW 関連施設である免疫疾患の
研究施設である Benaroya Research Institute のラボを訪問しました。 
今回の UW 訪問ですが、前回、前々回と同様にオーガナイザーの Bajjalieh 博士、Scott 博士を中心に非常に
素晴らしいホスピタリティを受けました。滞在中は、天候に恵まれ、初秋の涼しさの中、終始リラックスした
雰囲気で活発な議論ができました。さらに、今回は比較的シニアの研究者を中心とした少人数での参加であっ
たため、海外渡航に慣れた方が多く、旅先でのトラブルもなくスムーズに全日程を終えることができました。
また、学内の参加者同士での交流を深めることが出来たなど、充実した４日間でした。 

一方で、今回の訪問目的の一つである共同研究レベルでの交流に関しては、課題が残るものでした。実質２
日間で具体的に共同研究まで進めるには短いスケジュールであった印象でした。実際にUW との話し合いの中
で、学生や教員による数ヶ月単位での中期的な訪問も視野に入れたほうが良いとの意見が UW 側より提案され
ました。最後に、このよう素晴らしい機会を設けてくださいましたCSMI の南センター長に心より感謝の気持
ちを申し上げます。        （齊藤泰之 生化学・分子生物学講座 シグナル統合学分野 講師）  

Bajjalieh 博士を囲んで 
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３．CSMI リトリート「若手道場」 
令和２年 2 月 5 日～2 月 6 日 淡路夢舞台国際会議場 

 

令和２年２月５日から６日にかけて淡路夢舞台国際会議場（兵庫県淡路市夢舞台２番地）にて第二回シグナ
ル伝達医学研究展開センター・リトリート「若手道場」を執り行った。このリトリートは、平成 30 年度に当セ
ンターに所属する若手研究者に交流・相互理解を深める場を提供するとともに、若手研究者同士の連携強化、
新たな共同研究の創出ならびに組織の活性化を図ることを目的に立案され、本年が二回目の開催となる。今回
はセンター長 南康博教授をはじめ、教授（客員教授含む）４名、准教授４名、講師２名、助教６名を含む計 40
名の参加となり、前回を越える参加人数となった。また、外部講師として当研究科客員教授 竹縄忠臣先生と
慶應義塾大学医学部教授 岡野栄之先生のお二人をお招きしてご講演を賜った。 

本会の冒頭、オーガナイザーの榎本秀樹教授より「研究者間の交流が新たな研究潮流を生み、研究推進力の
強化につながる場となる。このリトリートが若い研究者間の交流の場となり、本学医学部のサイエンスを盛り
上げる契機としてほしい。」との旨、開会のご挨拶を頂戴した。 

本会の目的は若手研究者間の交流・相互理解を深めることであり、研究者の相互理解には研究内容の把握が
不可欠である。そこで時間の許す限り多くの参加者に口頭発表を行っていただき、発表数は合計 28 題となっ
た。また、優秀プレゼンテーション賞を設け、セッションごとに参加者が投票を行い 4 名の受賞者を選出した。
昨今、研究者としてのキャリアパスに不安を覚えている若手研究者が多いという現状を踏まえ、教員のうち３
名には研究者としての自身のキャリアパスとアドバイスを発表していただいた。また、本年度独自の取り組み
としてスモールグループディスカッションの時間を設け、研究室も立場も異なる数名のグループを形成し、サ
イエンスに関する昨今の諸問題について議論・意見交換を行った。今回の発表や議論を通じて、当センターで
進んでいる研究の多様性に触れることができただけでなく、活発な議論を通じて若手研究者間の交流や相互理
解を深めることができた。 
 当研究科客員教授 竹縄忠臣先生からは「細胞内シグナル伝達研究-研究と反省の歴史」という演題でご講演
をいただいた。竹縄先生はご自身の経歴と研究を振り返り、「Originality」「Stay foolish」「New concept」とい
う若手研究者への力強いメッセージでご講演を締めくくられた。慶応義塾大学医学部教授 岡野栄之先生から
は「中神経系の発生・分化と再生の研究」という演題でご講演をいただいた。本講演では、岡野先生が基礎医学
研究者としての道を歩き始めてから現在に至るまで、神経分化研究から幹細胞を用いた神経再生研究への研究



9 
 

半生をご紹介いただいた。お二方とも世界的に著名な研究者であり、成功の鑑として広く世に認識されておら
れるが、その研究活動が決して常に順風満帆ではなく、種々の失敗や反省を経て成功を掴んでおられることを
拝聴できた貴重な講演であり、普段の学会講演では伺えない内容に参加者は職位に関わらず感銘を受け、質疑
応答も非常に活発なものとなった。 
 本会の最後に、センター長 南康博教授より、「様々な分野に属する若手研究者間の交流が研究発展の原動力
である。本リトリートはそのような交流の場として重要なイベントであり、若手研究者による主導で来年度以
降もぜひ継続して開催してほしい」との総評を頂戴し、盛況のうちに閉幕した。 

（佐藤祐哉 生理学・細胞生物学講座 神経分化・再生分野 講師） 

  

演題一覧 

臓器知覚神経における舌咽迷走下神経節の解剖と機能解析 
Elucidation of anatomy and function of the nodose-petrosal ganglia, a sensory gateway to organ communication 
The function of HHV-6A Ribonucleotide reductase large subunit homologue 

マウス唾液腺におけるHippo 経路の機能解析   Role of Hippo pathway in mouse salivary glands 

肺腺がん細胞の浸潤におけるWnt5a-Ror1-Rif シグナルの機能解析 
The Mechanism of Wnt5a-Ror1-Rif Signal Pathway in the Invasion of Lung Adenocarcinoma 
HCV NS5A Promotes Lysosomal Degradation of DGAT1 Protein via Chaperone-mediated Autophagy (CMA) 

Lowe 症候群とDent disease-2 の2 疾患における分子生物学的発症機序の解明 
Elucidation of Molecular Pathogenesis of Lowe Syndrome and Dent Disease -2 
RetM919T 突然変異体における神経発生の異常   Aberrant neurogensis by RetM919T point mutation 

反復社会挫折ストレスによる情動変容における自然免疫受容体TLR2/4 の役割 
The roles of innate immune receptor TLR2/4 in repeated social defeat stress induced behavioral changes 
グリオブラストーマ細胞株における受容体型チロシンキナーゼRor1 の発現制御機構 
Molecular mechamism regulating expression of receptor tyrosine kinase Ror1 in glioblastoma cell lines 
中分子環状ペプチドを利用した新たながん免疫療法の開発  Development of macrocyclic peptides for cancer immunotherapy 

ISGylation of HBx protein confers the pro-viral effects on HBV replication and resistance to interferon (IFN)-response 

Development of in situ stem cell therapies for intractable Hirschsprung disease 

自然免疫細胞を標的とした膀胱癌に対する新たな治療戦略  New therapeutic stratedy targeting innate immune cells in bladder cancer 

がん細胞浸潤突起の伸長・成熟におけるKIF1C の機能   Function of KIF1C in elongation and maturation of invadopodia 

HNF1B の転写因子活性と臨床像の相関に関する検討 
The analysis of correlation between transcription factor activity of NHF1B and clinical features 
ランゲルハンス組織球症に対する治療標的候補分子 SIRPα 
 SIRPα, a putative therapeutic target molecule in Langerhans cell histiocytosis 

腸内分泌細胞-神経間ネットワークの分子的細胞学的解析   Molecular and cellular elucidation of enteroendocrine cell-neural network 

反応性アストロサイトにおけるThrombospondin-2 の発現制御機構 
Molecular mechanism of inducing Thrombospondin-2 expression in reactive astrocytes 
モザイク様の細胞パターンは接着分子の非対称な分布が作りだす 
Asymmetric distribution of adhesion molecules forms mosaic cellular patterning 
感染に重要なウイルス糖タンパク質複合体の立体構造解析   Structural analysis of viral glycoprotein complex important for the infection 

A point mutation in the Ret gene, RET(S811F), causes Hirschsprungʼs disease and kidney agenesis in a dominant-negative fashion 

骨格筋におけるRor1 およびRor2 の機能   Role of Ror1 and Ror2 in the skeletal muscle 

前頭前皮質ミクログリアの層構造特異的なトランスクリプトームプロファイルの解析 
Analysis of layer-specific transcriptome profiles in prefrontal microglia 
iPS 細胞由来胃オルガノイドを用いた粘膜筋板形成及び破綻のメカニズム 
A mechanism of muscularis mucosa formation and breaking using Gastric organoids derived from iPSC 



10 
 

４．国際共同研究短期派遣・招へい事業 

(派遣) 
2020 年 1 月 2 日～7 日にかけ、米国のイェール大学医学部免疫生物学講

座と、ラトガーズ大学医学部免疫学講座を訪問し、我々が遂行中である腸管
腫瘍の研究について意見交換を行ってきました。今回は、大学院生の隋云龙
君と二人での渡米となりました。イェール大学は、私自身がポスドク研究員
としてトレーニングをうけたRuslan Medzhitov 研究室を中心に、樹状細胞
研究でご高名な Akiko Iwasaki 博士とも意見交換を行いました。我々のため
に、複数名のポスドク研究員や大学院生が時間を確保してくださり、
Medzhitov 博士と共に 2 時間近い活発な討議を行い、多彩な角度からの意
見、研究法の提案を頂くことができました。更に、隋君の勉強になるとの配
慮から、特別に彼らのミーティングにも参加させていただき、その活発な
ディスカッションを見ることができたのは、大変貴重な経験になったと思い
ます。その後、ペンシルベニアに移動し、ラトガーズ大学の隈本先生(Yosuke 
Kumamoto 研究室)とも意見交換を行いました。 

大変濃厚で実りのある交流となりました。国際共同研究短期派遣事業へ
参加の機会を与えてくださいました先生方、ならびに研究支援課の皆様に
は、厚く御礼申し上げます。 

（星 奈美子 内科学講座 消化器内科学分野 講師） 
 
(招へい) 

この度の「CSMI 国際共同研究短期派遣・招へい事業」により、共同研究
先であるインドネシア・ガジャマダ大学医学部から Jajar Setiawan 博士（招
へい期間：2020 年 2 月 5 日〜10 日）、Datu Respatika 博士及び Edwin 
Widyanto Daniwijaya 博士（招へい期間：2020 年 2 月 12 日〜14 日）を招
へいさせて頂きました。滞在期間中、この 3 名の研究者はシグナル統合学分
野において実験を行なうとともに、私共と共同研究全体についての進捗状況 

               の確認・議論を行いました。 
今回の招へい事業により、私共の実験技術をこの 3 名の研究者に直接提供することが出来たため、共同研究を
加速的に推進させることが出来るようになったと実感しております。また、今回の事業は、国際交流という観
点からも非常に有意義であったように感じております。このような貴重な機会を与えて下さった先生方、研究
支援課の方々に厚く御礼申し上げます。（小谷 武徳 生化学・分子生物学講座 シグナル統合学分野 助教） 

  
区分 氏名 派遣先/招へい先 

派遣 星 奈美子 
(消化器内科学) 

イェール大学(米国) 

派遣 隋 云龙 
(消化器内科学) 

イェール大学(米国) 

派遣 小谷 武徳 
(シグナル統合学) 

ガジャマダ大学 
（インドネシア） 

招へい 

Jajar Setiawan 
Datu Respatika 
Edwin W Daniwijaya 
(シグナル統合学) 

ガジャマダ大学 
（インドネシア） 

招へい Floriane Bretheau 
(細胞生理学) 

ラヴァル大学 
（カナダ） 
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Ⅵ．業績一覧 

１．共同研究・受託研究・イノベーションの創出に資する成果 

 

区 分 件 数 金 額(千円) 

共同研究 40 件 193,499 

受託研究 33 件 311,789 

特許登録 6 件  

 

２. 主要論文一覧 

※(国)：国際共著論文 

[がん分野] 
Endo, M., Tanaka, Y., Otsuka, M., Minami, Y.  E2F1-Ror2 signaling mediates coordinated transcriptional regulation to 
promote G1/S phase transition in bFGF-stimulated NIH/3T3 fibroblasts.  FASEB J., 34 (2): 3413-3428, 2020. doi: 
10.1096/fj.201902849R. 
Miao, W., Sakai, K., Sato, H., Imamura, R., Jangphattananont, N., Takagi, J., Nishita, M., Minami, Y., Matsumoto, K.  Impaired 
ligand-dependent MET activation caused by an extracellular SEMA domain missense mutation in lung cancer.  Cancer Sci., 
110 (10): 3340-3349, 2019. doi: 10.1111/cas.14142 
Nagai, T., Ishikawa, T., Minami, Y., Nishita, M.  Tactics of cancer invasion: solitary and collective invasion.  J. Biochem. 
(review), 167 (4): 347-355, 2020. doi: 10.1093/jb/mvaa003. 
(国)Elberg, G, Liraz-Zaltsman, S, Reichert, F, Matozaki, T, Tal, M, Rotshenker, S. Deletion of SIRPα (signal regulatory protein-
α) promotes phagocytic clearance of myelin debris in Wallerian degeneration, axon regeneration, and recovery from nerve 
injury. J Neuroinflammation, 16 (1): 277, 2019. 
(国)Komori, S, Saito, Y, Respatika, D, Nishimura, T, Kotani, T, Murata, Y, Matozaki, T.  SIRPα+ dendritic cells promote the 
development of fibroblastic reticular cells in murine peripheral lymph nodes. Eur. J. Immunol, 49 (9): 1364-1371, 2019. 
Wang, B, Saito, Y, Nishimura, M, Ren, Z, Tjan, L.H, Refaat, A, Iida-Norita, R, Tsukamoto, R, Komatsu, M, Itoh, T, Matozaki, T, 
Mori, Y. An animal model that mimics human herpesvirus 6B pathogenesis. J. Virol, 94 (6): pii: e01851-19, 2020. 
Kodama, T., Koma, Y.I., Arai, N., Kido, A., Urakawa, N., Nishio, M., Shigeoka, M., Yokozaki, H.  CCL3-CCR5 axis contributes to 
progression of esophageal squamous cell carcinoma by promoting cell migration and invasion via Akt and ERK pathways.   
Lab. Invest., 2020 (in press) doi:10.1038/s41374-020-0441-4. 
Okamoto, M., Koma, Y.I., Kodama, T., Nishio, M., Shigeoka, M., Yokozaki, H.  Growth Differentiation Factor 15 Promotes 
Progression of Esophageal Squamous Cell Carcinoma via TGF-β Type II Receptor Activation.  Pathobiology, 87(2): 100-
113, 2020. doi: 10.1159/000504394. 
Shigeoka, M., Koma, Y.I., Nishio, M., Komori, T., Yokozaki, H.  CD163+ macrophages infiltration correlates with the 
immunosuppressive cytokine interleukin 10 expression in tongue leukoplakia.  Clin. Exp. Dent. Res., 5(6): 627-637, 2019. 
doi: 10.1002/cre2.228. 
Higashino, N., Koma, Y.I., Hosono, M., Takase, N., Okamotom M., Kodaira, H., Nishio, M., Shigeoka, M., Kakeji, Y., Yokozaki, H.  
Fibroblast activation protein-positive fibroblasts promote tumor progression through secretion of CCL2 and interleukin-6 in 
esophageal squamous cell carcinoma.  Lab. Invest., 99(6): 777-792, 2019. doi: 10.1038/s41374-018-0185-6. 
Kato W, Nishio M, To Y, Togashi H, Mak TW, Takada H, Ohga S, Maehama T, Suzuki A.  MOB1 regulates thymocyte egress 
and T-cell survival in mice in a YAP1-independent manner. Genes Cells. 24(7), 485-495.,2019 
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福本 巧 
「吸水性スペーサー（ネスキープⓇ）」 
令和元年 6 月 28 日 日刊工業新聞 
令和元年 9 月 7 日 神戸新聞 
令和元年 6 月 27 日 神戸大学 Research at Kobe（WEB） 
令和元年 9 月 27 日 日経メディカル（WEB） 
 
古屋敷 智之 
令和元年 9 月 17 日 読売新聞夕刊 
 
森 康子 
2019 年 4 月 29 日 日本経済新聞 
 

５．受賞 

小川 渉 
2019 年 11 月 
日本肥満学会賞 （授与機関名：日本肥満学会） 
対象研究テーマ：インスリン抵抗性を軸とした肥満症研究 
 
勝二 郁夫 
令和元年 10 月 
神戸大学学長表彰 財務貢献者 
 
的崎 尚   
令和元年 11 月 
令和元年度兵庫県科学賞 （授与機関名：兵庫県芸術文化課） 
対象研究テーマ：細胞シグナル伝達機構の解明とその臨床応用 
 
令和元年 12 月 
令和元年度安田医学賞 （授与機関名：安田記念医学財団） 
対象研究テーマ：がん細胞の生存・維持の分子機構の解明とその臨床応用 
 
森 康子  2019 年 6 月 
Dharam Ablashi Lifetime Achievement Award （授与機関：HHV-6 foundation） 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 2 年 8 月 発行 
発行所 神戸大学大学院医学研究科 
シグナル伝達医学研究展開センター 
〒650-0017 
神戸市中央区楠町 7 丁目 5 番 1 号 
TEL 078-382-5195 
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